
 
 
 

平成23年3月16日 
 
各  位 

     会 社 名   ユ ニ ー 株 式 会 社          
                     代 表 者 名  代表取締役社長 前村哲路          

  （コード番号 8270 東証・名証第1部） 
問 合 せ 先   取締役 執行役員 経理財務部担当 越田次郎 

（ Ｔ Ｅ Ｌ ． 0 5 8 7－ 2 4－ 8 0 6 6） 
 
 
 

当社子会社（株式会社鈴丹）の業績予想の修正および 

特別利益、特別損失の計上に関するお知らせ 

 
 

 当社子会社である株式会社鈴丹が平成23 年 2 月期（平成22 年 2 月 21 日 ～ 平成23 年

2月20日）の業績予想の修正および特別利益、特別損失の計上を別紙のとおり公表しました

のでお知らせいたします。 
なお、本件による当社連結業績への影響は現在精査中ですので、確定次第、業績予想の修

正が必要となる場合は速やかにお知らせいたします。 
 
 

以 上 
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         平成 23 年３月 16 日 

各    位 

上場会社名 株式会社 鈴 丹 
代表者 代表取締役社長 吉田 馨 

（コード番号 8193） 
問合せ責任者 執行役員経理ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ 
 横井英雄 

（TEL 052－764－8005） 

 

業績予想の修正および特別利益、特別損失の計上に関するお知らせ 

 
最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年９月 21 日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。また、特別利益及び特別損失を計上することになりましたので、あわせて

お知らせいたします。 
 

記 
 

１．業績予想の修正について 
 
平成 23 年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年２月 21 日～平成 23 年２月 20 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り
当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

14,860 

百万円

355 

百万円

355 

百万円 

15 

円 銭

1.34 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 15,152 349 355 92 8.29 

増 減 額 （B―A） 292 △6 0 77 － 

増 減 率 （ % ） 2.0 △1.7 0.0 513.3 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年２月期） 

16,047 △627 △688 △1,366 △122.48 

 

平成 23 年 2 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 2 月 21 日～平成 23 年 2 月 20 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

百万円

14,840 

百万円

320 

百万円

330 

百万円 

100 

円 銭

8.96 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 15,125 330 347 205 18.42 

増 減 額 （B―A） 285 10 17 105 － 

増 減 率 （ % ） 1.9 3.1 5.2 105.0 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年２月期） 

16,013 △626 △672 △1,349 △120.94 

 

２．修正の理由 

（個別業績予想） 

売上高につきましては、９月下旬以降は秋冬物が好調に推移し、年末から投入した春物につきましても

布帛トップス、パンツを中心に動きが活発化いたしました。その結果、既存店売上高伸び率は当初の見込

みを 2.7％上回る 96.7％となり、前回発表予想を 285 百万円上回る見込みであります。 

利益面につきましては、売上総利益率が 55.5％（前年同期比 2.8 ポイント増）と改善したこと、また、

本社・本部の体制・機能の見直しや店舗家賃を中心としたコスト削減に積極的に取り組み、営業経費は前

年同期比 11％減となり、営業利益、経常利益は前回発表予想を上回る見込みであります。 

なお、当期純利益につきましては、前述の利益変動要因に加え、「３．特別利益の計上について」及び「４．

特別損失の計上について」に記載の通り、特別利益 131 百万円、特別損失 144 百万円を計上した結果、前

回発表予想を 105 百万円上回る見込みであります。 
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（連結業績予想） 

連結の業績予想の修正につきましても、個別業績予想と同様の理由で売上高を修正しております。 

なお、利益面につきましては、営業利益、経常利益は、ほぼ予想通りであります。当期純利益につきま

しては、「３．特別利益の計上について」及び「４．特別損失の計上について」に記載の通り、特別利益

78 百万円、特別損失 203 百万円を計上した結果、前回発表予想を 77 百万円上回ることとなり、４期ぶり

の黒字化見込みとなりました。 

 

３．特別利益の計上について 

連結子会社・鈴丹時装有限公司の清算結了に伴い、個別決算においては、関係会社清算益を計上いたし

ます。また、店舗保証金に対する貸倒引当金戻入額等を計上いたします。 

特別利益の合計額につきましては、個別決算では 131 百万円となり、関係会社清算益は連結に影響いた

しませんので、連結決算では 78 百万円となる見込みであります。 

＜主な内容＞ 

（1）関係会社清算益      53 百万円 （個別） 

（2）貸倒引当金戻入額     69 百万円  （連結・個別） 

 

４．特別損失の計上について 

連結子会社・鈴丹時装有限公司の清算結了に伴い、連結決算においては、関係会社清算損を計上いたし

ます。また、40 店舗の減損損失及び固定資産除却損等を計上いたします。 

特別損失の合計額につきましては、個別決算では 144 百万円となり、連結決算では 203 百万円となる見

込みであります。 

 ＜主な内容＞ 

（1）減損損失         123 百万円 （連結・個別） 

（2）関係会社清算損       58 百万円 （連結） 

（3）固定資産除却損       19 百万円 （連結）、18 百万円 （個別） 

 

     

以 上 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。業績

は今後の様々な要因により予想値とは異なる可能性があります。 

 

 

 

 

 


